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夏の間、緑色に輝いていた草はらは、秋とともに赤、黄色、
紫と色づき、次第に枯れていきます。そんな草はらで、数々
の俳句が詠まれてきました。あなたも草はらを観て感じ
たことを言葉にして、一句つくってみませんか !?

髙
たか

野
の

哲
さと

司
し
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草紅葉・枯野で
俳句を楽しむ♪

枯か
れ

野の

見み

に
出
か
け
よ
う
！

「
化
物
（
幽
霊
）
の
正
体
み
た
り

枯
れ
尾お

花ば
な

」

　

こ
の
句
は
、
江
戸
時
代
の
俳は
い

人じ
ん

・
横
井

也や

有ゆ
う

が
詠よ

ん
だ
も
の
で
、
こ
と
わ
ざ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で「
枯
れ
尾
花
」

を
実
際
に
観
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

実
は
、
尾
花
と
は
ス
ス
キ
の
こ
と
。
穂ほ

の

形
を
動
物
の
尾
っ
ぽ
に
例
え
て
名
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
朝
、
ス
ス
キ
に
露
が
宿
る

こ
と
か
ら
「
露つ
ゆ

見み

草ぐ
さ

」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
「
枯
野
見
」
と
い
う
風

習
が
あ
り
ま
し
た
。「
枯
野
見
」
と
は
、

枯
れ
た
草
の
原
っ
ぱ
を
見
物
に
行
く
冬
の

ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
の
人
た
ち
は
、
冬
枯
れ
の
草
原
に
も

風
情
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
俳
人
・
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

は
、
夕
暮
れ
時
の
枯
野
を
見
て
、

「
暮
れ
ま
だ
き
星
の
輝
く
枯
野
か
な
」

と
詠
み
ま
し
た
。

　

今
風
の
枯
野
見
で
あ
れ
ば
、
枯
れ
草
を

摘つ

ん
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
を
つ
く

る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

「
草く
さ

紅も

葉み
じ

　書
を
ふ
と
こ
ろ
に

畦あ
ぜ

に
来
る
」

　

有
名
な
俳
人
、
水み
ず

原は
ら

秋し
ゅ
う

桜お
う

子し

の
句
で

す
。
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、
樹
木
の

葉
が
色
づ
く
と
と
も
に
、
草
も
色
と
り
ど

り
に
色
づ
き
ま
す
。
草
が
色
づ
く
現
象
の

こ
と
を「
草
紅
葉
」と
い
い
ま
す
。エ
ノ
コ

ロ
グ
サ
と
い
う
イ
ネ
科
の
草
で
は
、
夏
場

は
観
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
紅
色
、
赤

紫
色
、
黄
金
色
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
色
が

葉
や
穂
の
色
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
多
様
さ
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

水
辺
で
は
、
ハ
ス
の
葉
が
枯
れ
て
茎
が

曲
が
っ
た
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
も
で
き

る
季
節
で
す
。俳
句
の
季
語
を
集
め
た「
歳さ
い

時じ

記き

」
で
は
、秋
の
季
語
と
し
て
「
敗や
れ

蓮は
す

」、

ま
た
冬
の
季
語
と
し
て
「
枯か
れ

蓮は
す

」
が
載
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ス
と
い
う
植
物
の
地
上
部

分
が
枯
れ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な

い
の
で
す
が
、
同
じ
植
物
で
も
季
節
ご
と

に
詠
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
々
は
そ
の
枯
れ
た
葉
や
実
に
趣
お
も
む
きを

感
じ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

「
枯
蓮
を
被か

む
つ
て
浮
き
し
小こ

鴨が
も

哉か
な

」

小
説
家
の
夏
目
漱
石
が
読
ん
だ
句
で
す
。

　

草
を
1
本
1
本
じ
っ
く
り
と
み
つ
め
て

み
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
草
紅
葉
の
世
界

や
、「
わ
び
・
さ
び
」「
も
の
の
あ
は
れ
」

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

野
草
た
ち
の
ま
た
違
っ
た
一
面
を
愛
で
た

ら
、
季
節
の
言
葉
を
ひ
と
つ
入
れ
て
、５
・

７
・
５
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
、
ぜ
ひ
俳
句
を

詠
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

上：枯れ草のクリスマスリース
下：枯蓮

「江戸名所花暦・巻之４」に描かれた「枯野」。
田んぼの畦道を歩く人々の姿と草を観察している人
の姿が描かれている。ススキなどの野草も見える。
現在の東京都の豊島区雑司ヶ谷付近。（国立国会図書
館蔵）
江戸の「枯野見」人気スポットは、向島の長命寺周辺。
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本コーナーは、エプソン純
正カートリッジ引取回収サ
ービスを利用されたお客様
のポイント寄付によるご支
援をいただいております。

お問い合わせはTEL：03-3553-4101  Eメール：nature@nacsj.or.jp
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております

（商用利用不可）。http://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファ
イルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

日 本 自 然 保 護 協 会 会 員 募 集 中！

①植物全体の色づきを観る。
野草の場合は植物全体が色づくことが多いです。
イヌタデ（タデ科）の場合は、花穂や茎、葉
っぱなど草全体が赤く色づきます。

②普段見られない色が見えてくる。
草たちは、秋が深まるころになって初めて、
夏場の緑色の時には見ることができなかっ
た、もう一つの表情を「草紅葉」として私た
ちに見せてくれます。葉っぱが橙色、黄色、
紫色、桃色などいろいろな色に、美しくそし
て可憐に色づくことが大きな魅力です。その
年の気候や草が生えている場所の違いによっ
ても、葉っぱの色づきはさまざまです。

③同じ種類でも色づき方が違う。
同じ種類でも葉っぱごとに色づき方が少しず
つ違うことも草紅葉の魅力です。例えば、ヨ
モギ（キク科）では橙色に色づく葉っぱと赤
紫色に色づく葉っぱがあります。秋から冬にか
けて、草との一期一会の出会いを楽しむこと、
それが草紅葉の観察であるといえるでしょう。

イヌタデ
（ままごと遊びで赤飯に見立てて使う）

エノコログサ
（秋の茶会の席に飾る花に使う）

ヨモギ
（よもぎ餅の材料に使う）

ヘクソカズラ
（実とつるをリースの材料に使う）

Ａ～Ｃの植物は何でしょう？

● 水のよどんだ池、沼の縁
など湿った場所に生える。

● 茎葉を屋根をふく材料、
雪囲い、また「すだれ」
の素材として使用。

● 和楽器の篳篥 ( ひちり
き ) のリードとして使わ
れる。

● 川の縁など湿地に生え
る。

● 茎葉を屋根をふく材料、
雪囲いとして使用。

● 穂は寝具に使われる。

● 山地、草原など日当たり
の良い場所に生える。

● 茎葉を屋根をふく材料、
雪囲いとして使用。

● 十五夜の時に飾られる。

　
g

h

i

A

B

C

花 のぎ

花穂の色は
花が咲き進む
につれて変化
黄褐色→白

葉の中央の
葉脈が目立つ

葉の中央の
葉脈が目立つ

葉の中央の
葉脈は

目立たない

草丈（１～ 3m）

草丈（１～２m）

草丈（１～２.5m） 花穂の色
淡い紫→銀白色

花穂の色
紫色→紫褐色

花 のぎがなく
毛が長い

花

地下茎でつながり
株立ちしない

地下茎でつながり
株立ちしない

株立ちになる

参考：平塚市博物館ウェブサイト「君も自然探偵」

写真：b ～ i　伊藤信男

草紅葉の観察ポイント

クイズ
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d

f

答えは35ページ




